
 

 

 

 



 

関西ユニオン 

第 14 回定期大会のお知らせ 
 

日時：5 月 28 日（日）13 時 30 分～16 時（予定） 

場所：ドーンセンター 5 階セミナー室２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 組合員の皆さん！ 5 月 28 日（日）に、関西ユニオンの第 14 回定期大会を

開催します。今回の定期大会では、連帯クラフト支部との連携強化をはじめ、

今後 10 年を見据えた組織の方向性など重要なことを話し合いたいと考えてお

ります。 

コミュニティ・ユニオン運動が、後継者難、財政難で曲がり角を迎えてい

る今日、いかに展望を切り開いていくかが問われています。こぞってご参加

いただき、是非活発な議論をお願いいたします。 

 

※大会終了後は、組合事務所にて持ち寄り懇親会を行います。こちらも是非

ご参加を！ 

 



 

 

 

 

 関西ユニオンは 2004 年 5 月に結成しました。当初は非正規労働者のための労働組合と

いうことで、名称も「アルバイト・派遣・パート関西労働組合」でしたが、2015 年 5 月の

定期大会で「関西ユニオン」（ＫＵ）と変更し、現在に至ります。名称変更の理由は、一つ

には管理職ユニオン・関西（ＭＵ）と役割分担を見直すためです。それまでは、正社員は

ＭＵ、非正規はＫＵと分けていました。それを、ＭＵは名称通り管理職層の受け皿として

特化し、ＫＵが非正規から管理職でない正社員までを受け入れることしたのです。もう一

つは、正社員の非正規化の進行に対応するためでした。正社員というのはもともと正確に

規定された言葉ではありませんが、「無期雇用、フルタイム、月給制、定期昇給、生活が安

定する給与額、賞与支給、退職金支給」等が暗黙の条件とされていたように思います。と

ころが、今では「無期雇用、フルタイム」ではあるけれど、「時給制、昇給なし、手取り

15 万円以下、賞与無し、退職金無し」等という契約も少なくありません。従来の正社員概

念は大きく変容し、正社員の非正規化というべき事態が進行しており、組合としても対応

を迫られたのです。 

関西ユニオンは今年で結成 13 年目となりますが、その間も労働者の置かれている状況は

大きく変化を続けてきました。労働運動の弱体化に伴い、かつて強力に労働条件を規定し

ていた集団的労使関係は空洞化し、労働条件の個別化が進行しています。そして、そのこ

とが逆作用してさらに労働運動の弱体化を促進するという悪循環が進行しています。こう

した中、集団的労使紛争は影をひそめ、個別的労使紛争が激増しています。そして、こう

した事態を追認するような形で、個別労使紛争解決のための制度が整備されてきました。

労働局の個別労使紛争あっせん制度や労働審判の新設、労働契約法制定等です。こうした

制度についてはいろんな意見がありうるし、労働組合の機能低下という状況の中で、労働

者の個別救済のために一定の役割を果たしているのも事実です。とは言え、労使紛争の個

別化と表裏の関係にあることも事実です。 

今日、安倍政権は「働き方改革」を旗印にこうした状況をさら推し進めようとしていま

す。労働組合による労働条件規制はすでに有効に機能しているとは言えない状況ですが、

労働法による規制はそれなりに企業を縛っています。安倍政権は、こうした規制を「柔軟

化」の名の下に撤廃しようとしています。現在推し進められている「柔軟化」には、大き

く雇用の柔軟化と、労働時間の柔軟化があります。雇用の柔軟化とは、具体的には解雇規

制の緩和～解雇の金銭解決制度の導入、限定正社員制度の普及、正規と非正規の敷居を低

めること、人材紹介業の拡大、ハローワークの求人・求職情報の民間開放、各種の職業能

力評価制度の整備、労働移動支援助成金の拡充、労働者派遣の拡大、兼業の推進等です。

労働時間の柔軟化とは、具体的にはホワイトカラーエグゼンプションの導入、裁量労働制

の拡大、テレワーク等在宅勤務の拡大等です。 

こうした中、コミュニティ・ユニオンは岐路に立たされていると思います。これは私の

個人的な意見に過ぎませんが、コミュニティ・ユニオンはそもそも集団的労使関係狭間を

埋めるような形で生成・発展してきたものです。ですから、歴史の古い合同労組は労働組

合のない中小企業労働者を主な対象としてきたし、1980 年代以降は企業内組合から除外さ

れてきたパート労働者等を対象としたし、その後も企業内組合を「卒業」した中間管理職

を対象とする等してきました。そして、集団的労使関係の空洞化の中で、社会的にも脚光

関西ユニオンの今後の方向性 
関西ユニオン副執行委員長 大橋 直人 



を浴びるようになり、ウイングを広げてきたと言えます。私の認識が正しいのであれば、

コミュニティ・ユニオンは、そもそも二つの傾向を内包していると言えます。一つは、集

団的労使関係解体を弥縫し補完するという傾向。もう一つは、個別労使紛争を入り口とし

つつも、そこから集団的労使関係を構築していく傾向です。 

集団的労使関係の空洞化が進行していく中で、一括りにコミュニティ・ユニオンと言っ

ても、その内実は変化してきているのではないかと思っています。当初は入り口は駆け込

み寺であったとしても、そこから職場内に分会を結成する等して集団的労使関係を構築し

ていくという指向性が強かったのではないでしょうか。しかし、個別労使紛争が激増して

いく中で、その解決そのものが目的化してしまうような傾向も強まってきているように思

います。実際、私自身の経験からしても、個別労使紛争の解決で終わってしまうようなケ

ースが過半を占めているのが実情です。むろん、私自身のオルグ力が弱いのも一つの原因

ではありますが、それだけでなく、集団的労使関係の空洞化、労働条件の個別化、個別労

使紛争の激増という中で、相談に来る労働者の意識自体が大きく変化してきているのも事

実だと思います。 

話はそれますが、村上前ＭＵ書記長の問題も、根っこにはこうしたコミュニティ・ユニ

オンの変質の問題があったのではないかと考えています。彼は、「職場での複数化等は管理

職ユニオンではやれないし、やる必要もない。」、「労基署の下請けで何が悪い。安上がりな

弁護士で何が悪い。そうした需要がある。」等と明言していました。なるほど、日常の活動

の大半が実際上は個別労使紛争の解決ですので、それに意識が規定されるのも無理はない

と思います。しかも、団体交渉では、会社の部長級の人や弁護士などと一応対等に渡り合

うのですから、あたかも自分の社会的ステータスが上がったかのように勘違いして、それ

なりに自己充足することもあり得ます。そうした毎日の繰り返しが、反労働運動的な傾向

を助長していくということは十分考えられます。そして、こうした傾向は、村上氏だけの

問題ではないと考えています。現在のＭＵやＫＵの活動形態そのものが、不断にこうした

傾向を再生産していくだろうと思うのです。 

こうした状況を踏まえつつ、私は関西ユニオンの今後の方向を考えて行かねばならない

と思います。私は、コミュニティ・ユニオンも当然労働運動の一環であると考えています。

そして、そうした視点から再度日々の活動を照射しなければならないと思います。私は繰

り返し個別労使紛争の解決という言葉を使ってきましたが、そもそも「解決」とは何なの

でしょうか？ 退職を前提に手切れ金をとることが解決でしょうか？ 解雇を撤回させれ

ば、退職勧奨を止めさせれば、その後労働者が会社で孤立させられ、労働条件を低水準で

据え置かれても、解決といえるでしょうか？ 私たちの活動が、集団的労使関係解体を弥

縫し補完するものにとどまる限り、それが限界です。それ以外に「解決」はありません。

しかし、労働運動という視点でみるならば、こんなものは何の解決でもないでしょう。せ

いぜい、出発点に立ったというくらいです。 

労働組合の本来の役割は労働条件の労使対等決定を実現し、労働条件の改善を図ること

です。もちろん、それは簡単なことではありません。私自身、いくつか複数組合員がいる

職場でそうした取組みを行ってきました。労基法違反を是正させることはそれほど困難で

はありませんが、そこから先へは容易に進みません。結局、現場での力関係が相当変わら

ないことには、一歩も進まないのが実情です。そして、現場での力関係を変えるためには、

当該労働者が使用者に対して物怖じせずに職場でふるまえるようにエンパワーすること、

職場で仲間を作って行くこと等が最低条件です。そして、労働者の伝家の宝刀はストライ

キです。実際には有効なストライキを打てるくらいの力を付けないと賃上げ等を実現する

ことが困難な場合も少なくありません。しかし、正直に述べるならば、私は未だストライ

キによって要求を実現した経験はありません。そういう意味では、まだ労働運動の入り口 



にも入れていないのかもしれません。 

逆に、会社の反撃で粉砕された経験は何度かあります。会社はその気になれば法律など

平気で無視してきます。正当な理由などなくても解雇してきます。嫌がらせをして労働者

を追い出すこともします。会社が腹を括ってそうしたことを行ってくる場合には、裁判や

労働委員会等は相当程度無力化されると言っても過言ではありません。というのも、1 年

なり 2 年かけて裁判や労働委員会で勝利したところで、労働者はそこまで耐えられないこ

とが多いからです。まず生活が行き詰ってしまうので、別の仕事に就き、勝っても元に戻

るということは稀です。要するにすべて終わってしまっているのです。せいぜい幾ばくか

の解決金をとるのが関の山です。私自身腸が煮えくり返るような経験をさせられてきまし

た。そして、会社が不当なことをしたら倍返しできるだけの力があればとその度に痛感し

ました。 

こうした経験を踏まえ、私は個別労使紛争を入り口としつつも集団的労使関係の構築が

是非とも必要であると考えています。もちろん、それは自然にはできません。自然に流さ

れるならば、私はコミュニティ・ユニオンは個別労使紛争の解決制度の一つとして組み込

まれてしまい、集団的労使関係解体を弥縫し補完する存在となって、労働運動としての実

質を失ってしまう可能性もあると思っています。相談に来る労働者は、労働運動を志向し

ているわけではなく、個人救済を求めているのが大半です。組合に対して、お任せすれば

問題を解決してくれると期待する人も少なくありません。組合費を払うのだから、サービ

スを提供しくれという発想の人もいます。そして、労働運動の衰退とともに、そうした意

識が増大しているようにも感じます。組合の仕事は、そうした労働者の自生的な意識に抗

い、葛藤しつつ、労働運動への志向性を持ってもらうように努めることだと思います。組

合はサービス業ではありません。組合の仕事は、労働者自身の闘いをバックアップする、

あるいは共に闘うということです。 

労働者自身がエンパワーし、職場で仲間を作って行くこと、これは簡単なことではあり

ません。労働者自身が労力も使い、時間も使い、生活の一部を犠牲にしなればできること

ではないでしょう。そして、それだけやっても、うまくいかないこともあるでしょうし、

すぐに経済的成果に直結するとは限りません。それは、労働者個人の目先の利益には反す

ることだってあるでしょうし、茨の道に他ならないと思います。それでも、それ以外に、

本当に働き甲斐のある職場環境や待遇を獲得する方法はないし、そのことを繰り返し労働

者に説明し、理解してもらうことが必要だと思います。 

集団的労使関係のあり方には色々な形がありうるとは思います。私自身としては、企業

内組合の限界性は歴史的に証明されていると思うし、内部労働市場の縮小と外部労働市場

の拡大が今後も傾向的に続いていくと思うので、最終的には業種別・職種別の労働組合が

望ましいとは考えています。とは言え、そこに至る道は一様ではないし、それぞれのケー

スの具体的実情に応じて創意工夫していくしかないだろうとも思います。 

来る関西ユニオンの定期大会では、連帯ユニオン・関西クラフト支部との統合をも視野に

入れた活動方針案を提起する予定です。私は、駆け込み寺から集団的労使関係構築へと活

動の軸を移していくために、さらに業種別職種別組織化への展望を開いていくためには、

大胆な組織再編が不可欠だと思っています。活動方針案が大会で採択されれば、次号の機

関誌で詳しく紹介したいと考えています。今回は、その活動方針案の背景となっている私

の考えを書かせていただきました。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 メーデーの起源は、1886 年 5 月 1 日にアメリカの労働者が、シカゴを中心に 8 時間労働

制を求めて統一ストライキを行ったのが起源です。当時は 1 日 12 時間から 14 時間労働が

当たり前。そうした中、「第 1 の 8 時間は仕事のために、第 2 の 8 時間は休息のために、

そして残りの 8 時間は、おれたちの好きなことのために」を目標にストライキが行われた

のです。このストライキは、激しい弾圧を受け、死者まで出しました。これ以降、メーデ

ーは労働者の日として世界中に広がり、日本でも 1920 年に第 1 回メーデーが開催されまし

た。 

 前置きはこれくらいにして、本題の第 88 回中之島メー

デー。今年は平日の月曜日。今時メーデーを休みにして

いる会社はほとんどないので、現役労働者が参加しよう

と思えば有給をとるしかありません。そのため、集まり

はあまりよくないのではと心配していたのですが、思い

の他大勢の参加。総勢では 1000 人近くいたのではないか

と思います。ＭＵとＫＵからも合わせて 18 人程が参加し

ました。 

 午後 1 時～3 時頃までは、中之島公園剣先広場で集

会。今年は労働法制改悪反対や長時間労働反対等の労

働関係のスローガンの他、憲法改悪反対、沖縄辺野古

基地反対、戦争挑発反対、原発再稼働反対等社会的に

大切なスローガンも並んでいました。集会では様々な

アピールがされていましたが、私はあちこち挨拶回り

したり、組合員と話をしていて、残念ながら耳を傾ける余裕がありませんでした。 

 午後 3 時半にデモ出発。デモの際には連帯ユニオン関西クラフト支部と一緒に隊列を作

り、独自のコールも行いました。天候は曇り。雲で陽射しが遮られ、ちょうど良い感じ。

心地よい風も吹き渡って、幟や旗がたなびいていました。例年大阪市役所前から出発でし

たが、今年は天神橋から出発。土佐堀通りを東に向かい、関電前を北上して、西梅田公園

解散。シュプレヒコールの連呼で結構体力を使いました。 

 デモ終了後は、組合事務所で持ち寄り交流会。5 時頃

から始めてビール片手に歓談。途中からはクラフト支部

の色見委員長等にも加わっていただき、大いに盛り上が

りました。さんざん飲み、食い、語り、解散は午後 9 時

を過ぎていたかと思います。 

 ＭＵやＫＵのようなコミュニティ・ユニオンでは、日常的には

他組合との交流の機会はもちろん、組合員同士の横のつながりも

作りにくいのが実情です。メーデーはそうした交流のためにも良

い機会になると思います。今年参加できなかった方、来年は有給をとってでも是非ご参加ください。 

～報告～ 

第 88回中之島メーデーに参加して 

https://ja.wikipedia.org/wiki/1886%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%82%AB%E3%82%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%AB%E6%99%82%E9%96%93%E5%8A%B4%E5%83%8D%E5%88%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%AB%E6%99%82%E9%96%93%E5%8A%B4%E5%83%8D%E5%88%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%AD


ＫＵ ゲオホールディングス団交拒否事件 

５審・４年にわたる団体交渉権、団結権侵害 

に対し、損害賠償請求裁判開始！ 
今年の 3 月 2 日、㈱ゲオホールディングスが起こしていた行政訴訟で、最高裁が棄却決

定をしました。このことによって大阪府労働委員会の命令が確定しました、 

この決定を受けて、「4 年にわたる労働組合法違反（団交拒否）に対する謝罪とその責任

について」などの協議事項で団体交渉を求めましたが、「義務的団交事項ではない」として、

また拒否をしてきました。その後、大阪府労委が命令した協議事項による団交申入を行い、

交渉は持ったが謝罪と責任はとらないという対応でした。組合としては「不当労働行為に

より、当組合の団体交渉権が侵害されたこと」に対する訴訟を起こすことにしました。以

下、4 月 21 日提訴した訴状の抜粋を掲載します。 

 

請求の趣旨 

１ 被告（㈱ゲオホールディングス）は，原告（関西ユニオン）に対し，金 220 万円お

よびこれに対する平成 25 年 1 月 31 日から支払済みまで年５分の割合による金員を支

払え。 

２ 訴訟費用は被告の負担とする。 

 との判決並びに仮執行宣言を求める。 

請求の原因 

１ 事案の概要 

 原告の団体交渉の申入れを被告が拒否したことにより原告の団体交渉権，団結権を

侵害された。これは不法行為であり，原告はこの不法行為により有形無形の損害金 200

万円，及び本訴提起に関する弁護士費用として金 20 万円の損害を被った。本件は原告

が被告に対して，この損害の賠償を請求する事案である。 

 なお，被告が原告からの団体交渉の申し入れを拒否したことについては，大阪府労

働委員会が団交応諾を命じ，中央労働委員会が被告の再審査申立を棄却し，東京地方

裁判所が被告の不当労働行為救済命令取消請求を棄却し，東京高等裁判所が被告の控

訴を棄却し，最高裁判所が被告の上告を棄却し，上告審として受理しない旨決定して

いる。 

２ 当事者，交渉経緯の概要及び救済命令・行政訴訟の概要  （略） 

３ 団体交渉拒否にかかる経緯    （略） 

４ 被告の団体交渉拒否が不当労働行為にあたること     （略） 

５ 被告の団体交渉拒否が不法行為に当たること 
 被告は原告からの団体交渉の申し入れに対して真摯に対応すべき義務があり，その
義務があることを認識しながら，真摯に対応する意思を持つことなく，上記のとおり
大阪市内を開催場所とする提案に応じない理由を十分具体的に説明せず，別の開催日
設定や交渉権限の委任の模索もしないまま，原告に対して開催場所を大阪市内の本件

事務所とすべき法的根拠の説明という交渉実現に直結しない事項に時間を費やすなど
して，平成 25 年 1 月 24 日付団体交渉申し入れ以降，平成 29 年 3 月 2 日，最高裁判



所が上告を棄却し，上告審として受理しない旨決定するまで，４年以上にわたって，

団体交渉を拒否し続けた。 

 これは原告の団体交渉権，団結権を違法に侵害する不法行為であるとともに，原告
の社会的評価の低下を招来し，その活動を阻害するものとしても不法行為にあたる。 

 不法行為が開始された日は，原告の本件申入書２に対して，被告が訴外会社をして
本件回答書をもって回答させた平成 25 年 1 月 31 日である。 

６ 原告の損害 
 原告は不当労働行為の救済を求めて，大阪府労委の調査・審問に申立人として計 6

回，中労委の調査・審問に再審査被申立人として中労委に計 4 回，東京地裁の弁論に
補助参加人として計 2 回，東京高裁の弁論に補助参加人として１回の，出頭を余儀な
くされた。とりわけ，中労委の調査・審問，東京地裁，東京高裁の弁論は，中労委の
審問は原告代表者と証人の 2 名，それ以外は原告代表者１名につき大阪・東京間の往
復約 3 万円の交通費と全 1 日を要するものであった。これ以外にも，原告は被告の不

法行為により様々に出捐を被った。 

 また，原告は有形の損害に加えて，無形の損害を被った。 

 これら，有形無形の損害の額は金 200 万円を越える。弁護士費用としては金 20 万 

７ 最高裁判決以後の事情 
(1) 平成 29 年 2 月 28 日，訴外会社は，伊集院に対して同日付「雇止め予告通知書」

をもって，同年 3 月 31 日を雇用契約期間終了日として雇止めする旨通知した。 
(2) 2017 年 3 月 4 日，原告は，被告に対して，同日付団体交渉申入書，同要求書をも

って，以下の事項につき，団体交渉を申し入れた。同要求書記載の要求事項は①団
交申入書に従い，団体交渉を行う事，②被告の不当労働行為により，原告の団体交
渉権が侵害されたことに対する慰謝料として，200 万円を支払う事，③2017 年 2 月
28 日付，伊集院に対する「雇止め予告通知書」を撤回すること，であった。同団体

交渉申入書記載の協議事項は①別紙，要求書について，②不当労働行為命令が確定
されたことに対し，組合に謝罪すること及びその責任について，③不当労働行為に
至る経過，労働委員会（大阪及び中労委）の命令，東京地裁，東京高裁，最高裁判
所での行政訴訟の判決を明らかにし，今後の会社の姿勢を文書にして全従業員に公
表すること，④伊集院に関わる雇用契約上の勤務時間について，この時間を増減す
る場合においては，当該組合員の同意を得ること。また，全アルバイト従業員に対
し，各々のアルバイト雇用契約書で交わした１週の労働時間を増減する場合におい
ては，アルバイト従業員の同意を得て行う旨を，文書にて周知すること，⑤伊集院
が著しく勤務時間を減らされた期間について，その理由と誰の指示により行われた
ことかについて，伊集院に説明するとともに，伊集院の勤務時間削減に関わった者
への処分を行うこと，⑥伊集院が平成 26 年 6 月 9 日付け「催告書」で請求した契約

不履行による未払い賃金もしくは損害賠償金 53 万 4400 円に，同日から支払うまで
年 6 分の割合による遅延損害金を加算して支払うこと，⑦店舗運営に関わる事項に
ついて，アルバイト従業員への説明，同意無しに，それらを無断で実行しないこと，
⑧労働基準法を遵守し，全従業員に就業規則の周知徹底すること。有休休暇取得と
その行使方法を示すことなど，⑨社会保険（健康保険，厚生年金），雇用保険の加
入資格のあるアルバイト従業員について，その制度を周知徹底し加入を認めること，
⑩上記，各項に関連ある事項，であった。 

(3) 2017 年 3 月 8 日，被告は原告に対して同日付回答書をもって，上記団体交渉申し
入れにつき，既に履行済みないしは履行不能及び義務的団体交渉事項ではないこと
などを理由としてこれを拒否した。 

 よって，原告は被告に対し，不法行為に基づき，金 220 万円およびこれに対する不法

行為が開始された日である平成 25 年 1 月 31 日から支払済みまで民法所定の年 5 分の割
合による遅延損害金の支払を求める。 



 

 

１ 入社・勤務 

 平成 26 年７月 22 日、総務部長の後任としてゴールド工業㈱に入社した。 

部長が９月 20 日付で退職するため、夏期休暇や週休を除くと、実質１ヶ月半程の短い 

期間の中での引継ぎに追われた。 

社長から、当社の定年は 60 歳、再雇用で 65 歳までとなっているが、70 歳まででも頑張

ってほしいと言われた。その年齢まで働きたくないというのが正直なところだが、買って

くれている気持ちに感謝した。現に、当時 63 歳で再雇用中の女性が係長として部下の中に

いた。 

会長夫妻からも社長（長男）を宜しく頼むと言われ、意気に感じた。 

 何せ中小の製造業の総務部門ゆえ、総務・法務・庶務から経理・財務など、管理業務の

全てが職掌で、自らも業務を担当しながら部下の職務の指導・監督も行い、多忙な日々を

送る中、月日の経つのが非常に早く感じられた。 

月例の取締役会の事務局も務める中、議事録をまとめるのには時間的に苦労した。録音

を再生しながら文書に置き換えるには相応の集中が必要だが、自身の仕事ばかりしている

わけにはいかないため、その仕事は敢えて休日に行うのが通例だった。 

 自分で言うのも何だが、そのような姿勢に対して社長もよく理解してくれ、昇給にせよ、

賞与にせよ、常に高い評価をいただいた。 

２ 部門および自身の将来 

 58 歳という高年齢ながらも採用してもらい、且つ期待を寄せられていることに感謝の念

を抱き、休日に自宅で仕事をこなすのも厭わなかった。 

しかし、5 年後・10 年後を考えるとき、私以外の４名の部員は全員が女性である上、自分

自身も生身ゆえ、いつ何が起きるとも限らない。そうなると、部門の業務が混乱をきたす

ことになりかねない。 

そこで、2015 年の秋頃、少し前から抱いていた考えを社長に相談した。「先を見据え、

今の内から男性１名を採用しては如何か？」と。この考えに社長が同意、人材紹介会社を

通じて求人を出し、１名を採用した。（入社時点から係長職） 

３ 退職勧奨 
平成 28 年 8 月 6 日の午前、社長から数日前に作成を指示されていた資料(日・週・月・

年各単位のルーチン、スポットのタイムスケジュール)をもとに、社長との面談があった。 

これまでの評価とまるで真逆の反応に、大変驚いた。社長曰く、「スケジュールを見る限り、

時間が余る、何をするのか（しているのか）」。 

あくまでも明らかなルーチンを落とし込んであるだけで、会長や社長からスポットで指

示される案件も多く、その時間数までは計り得ないと説明したが、理解されなかった。ま

た、来客や電話の対応、部下からの相談、他部署からの依頼事項など、細かく日誌を付け

ていたわけでもなく、件数の多さや費やした時間まで急には分かりようがない。 

 理解を得られないままに面談が区切られ、話の向きが変わった。社長から唐突に退職勧

奨を言い渡された。会社規定（満 60 歳を迎える誕生月の 20 日を以って定年）に従い、9

月 20 日の定年を以って退職せよ、と。 

解決報告 



すぐに反論した。「再雇用制度に則って少なくとも 63 歳、できれば 65 歳まで働きたいと

考えている。後進の係長の育成にも時間が必要、私が前任から引き継いだときのように短

い期間では、総務業務が安定しない。そのために、私の後継者を今のうちから採用し、3

～5 年じっくり育て、私の引退時に交代したいと進言し、同意してもらえたはず。今の彼

では無理。」と。 

すると、社長から「そんなことは百も承知、では、12 月一杯まで延長、その間に引き継

げ。その間、課長職のままで給与もそのまま。退職金はない（前払い退職金として毎月支

給しているため）が、功労金は出す。年末最後のとき、花束を贈呈する。」と。 

 後日、顧問の社労士に相談した。「法的にどうなのか、従わざるを得ないのか。働き続け

ることが本意だが、辞めろと言うなら功労金をいくら位に考えているのか、知っておきた

い。」と。 

「理由や真意について、中に立って聞いてあげる。」と、社労士から言われた。8 月 17

日、社長と社労士が会談し、その夕刻、社労士と面談した。 

社労士から、「業務上の怠慢、不備など、その理由を伺った。貴殿の言い分とは大きくか

け離れていた。直接に腹を割って話し合うべき。功労金の金額は決まっていない、これか

ら考えるとのことだった。」と聞いた。 

 それから数日後、社長から「話をする余地があるから、9 月 6 日（火）10 時に時間を取

ること。」と言われた。社長の都合で 1 日遅れたが、9 月 7 日に 2 回目の退職勧奨面談とな

った。冒頭、社長から「何故、直接に話をせずに社労士に相談したのか。」と言われた。「突

然の通告に驚き、どうしてよいのか判らなかった。この事態に問題はないのか、専門家の

見解を聞きたかった。」と返答した。 

社労士から聞いた社長の指摘事項（業務上の怠慢、不備等）に反論したが、そもそも社

長が細かな日常のことを知る由もなく、悪意ある告げ口の可能を強く感じた。「命令違反が

あった。これはという功績を挙げてみよ。」との投げ掛けに対し、具体例゛を幾つか列挙し

たが、「そんなところか。」と、いなされた。 

「誤解されたくないが、功労金をどれ位に考えているのか」との問いに対し、2 ヶ月分

との回答。功労金など不要。退職を勧奨する以上は生活の保障を求めたが、拒否された。

双方の合意するところで早期に決着させたいとのことだった。 

４ 管理職ユニオンに加入 
９月 12 日に 3 回目の退職勧奨面談が予定されていた。このままでは埒も開かないままに

会社側の思い通りに押し切られる危険性を感じ、9 月 10 日管理職ユニオンに加入した。 

 そして 9 月 12 日の 3 回目の退職勧奨面談。記録係として部下の係長が同席した。他の部

下も私に距離を置いているのは感じており、それは会社からの命令で恨むつもりは毛頭な

かったが、ここに来て完全に私を孤立無援化させる意図が明確に読み取れた。 

 冒頭、社長から「その後、考えたか？」との発言。回を重ねて勧奨を続け、根負けする

のを待っているのが明白だった。すぐさま、「団体交渉を申し入れる。」と返した。少しば

かり動揺した様子で、「では、今日はこれまで。」と、社長から面談終了を告げられた。 

 当初、「12 月一杯まで延長、その間に引き継げ。その間、課長職のままで給与もそのま

ま。退職金はない（前払い退職金として毎月支給しているため）が、功労金は出す。年末

最後のとき、花束を贈呈する。」と言っていたが、管理職ユニオンに加入した途端、話が変

わった。 

９月 20 日の朝礼時、社長が社員全員に対し、9 月 21 日以降の総務部の部門長は部下の



係長であると発表した。更に朝礼の後、労働条件通知書を出してきた。契約ではないと断

りながら、一般職で給与額が約 1/3 になっていた。そして金庫の鍵や重要物を係長に引き

渡して早急に引き継げ、日報を書け、今後の仕事は庶務担当女性部員のサポートや雑務、

末席に席替えせよと命令してきた。 

５ 団体交渉 
平成 28 年 10 月４日、１回目の団体交渉を行った。会社側は社長、部下の係長と急遽契

約した弁護士の 3 名。当方は、仲村書記長、岡本執行委員と私の３名。 

争点は 3 つで、1 つ目は定年後の雇用条件に付いて。 

「”継続”で課長職のまま、仕事内容もこれまでのままにすべき。解職に関する基準を示

すべき。これまでの雇用条件と新たな労働条件を比較し、課長手当が無くなるだけならと

もかく、基本給が 6 割ほども下がる理由・根拠を示すべき。」との当方主張に対し、「“再”

雇用ゆえ、課長職の解職・労働条件変更に問題なし。課長として力量不足、然るべき報告

もなかった。」との会社側の返答。 

2 つ目は、業務の引継ぎに関する深度、済・未済について。 

「10 月中にできるだけ早く引き継ぐように指示した。」との会社側の言い分に対し、「早急

に引き継ぐように指示された。」と返した。「引継ぎが既に終わったと判断するのか、10 月

中は後任者の質問に答えるようにするのか。後任者には当然、知識・経験があってのこと。

ＯＪＴで中身まで教えるのは引継ぎではない。引継ぎは終わったと解釈。」と、執行委員か

ら発言。 

 3 つ目は、以降の仕事について。 

「指示を受けたこと、自分で考えたことの両方。」との会社側の言い分に対し、書記長から

「退職勧奨から一転して”継続”雇用に切り替えたように、柔軟に考えて課長職に戻し、

従来の仕事をさせるよう検討したら如何か。畑仕事や一人だけ日報を命じることは人権問

題。業務量が過大・過少の何れの場合もハラスメント。」と指摘した。 

当方から会社側に対し、10 月 18 日期限で以下の３点を要求して終了した。 

 ①書面による、東江が課長として不適格であることの合理的理由 

 ②就業規則 

 ③労働条件通知書における基本賃金(に関する説明) 

同年 11 月 4 日、2 回目の団体交渉。メンバーは双方とも前回と同じ。結論から言うと、

何ら具体的進展なし。宿題に対して明快な回答がなく、主張は平行線のまま。 

 3 回目の団体交渉に臨んでも双方とも主張に変わりないことが予想された。加えて会社

側も私が残ったままでは苦しいだろうが、私も早く決着したいとの思いがあった。そこで

書記長と相談し、当方としては解決金次第で退職に応じるので解決金をどれ位用意する気

持ちがあるのかを事前に質問しておこうとなった。 

当方の提示額に対する会社側の提示額は半分だった。 

同年 11 月 28 日、3 回目の団体交渉。メンバーは双方とも前回と同じ。 

いきなりから、解決金の金額交渉に入った。「多少、”色”を付ける用意がある。」との 

社長の言葉を受け、当方 3 名が室外で相談。双方提示額の真ん中でどうかと会社側弁護士

を通じて社長へ問い掛けた。応じる旨の回答が弁護士から届き、さほどの時間も要せずに

双方合意を見、会社都合による退職として事案が解決した。 

 

 



 

 

 

 

 

 2013 年 4 月の労働契約法の法改

正により期間の定めのある雇用（有

期雇用）で働いている人が申し込み

をすれば、使用者が申し込みを承諾

したものとみなし無期雇用に転換

できる制度が始まりました。通算 5

年を超えて継続して働いている有

期労働契約が対象です。また、通算

契約期間のカウントは法改正され

た 2013 年 4 月 1 日以降に開始する

有期労働契約からだったので、一番

はやくこの法律が適用されて無期

雇用に転換する申込みができる人がでてくるのは 2018 年 4 月 1 日からということになり

ました。それ以降は続々と該当者が登場してくると思われることから、これを 2018 年問

題といい、関西ネットワークの会議では早くから取り組まなければいけない問題とされて

いたそうです。しかし、皆忙しく準備に時間がかかってしまってなかなかスタートが切れ

ないでいたそうです。それがやっと、「無期雇用をめざせ！更新ストレスさよならキャンペ

ーン」と銘打ってスタートできる運びとなったのがこのエル大阪で行われた 4 月 25 日の

結成集会でした。これ以降、意欲的に関西ネットに所属の各コミュニティユニオンは協力

して無期雇用転換の問題に取り組もうという予定であるそうです。この結成集会後、まず

初めに、無期雇用転換に関する労働相談ホットラインが、4 月 28 日に行われています。 

 結成集会では、非正規雇用・有期

労働契約に詳しい、元龍谷大学の脇

田滋さんから有期雇用の無期転換

規定をどう活用するかについて講

演がありました。講演を聞き、有期

雇用が無期雇用に転換するときの

問題がさまざまな側面からあるこ

とがわかりました。 

 その脇田先生がおっしゃられて

いた内容は、無期転換をめぐり考え

られる経営者側の対抗としては、5

年までの短期契約化を図ってくる

こと（３年契約や契約に不更新条項

を入れるなど）、契約期間の間にクーリング期間を設定すること、労働者との間に正社員化 

｢無期雇用を目指せ！ 更新ストレスさよならキャンペーン｣ 

結成集会に参加して             （報告Ｋ.Ｎ） 

 

 



 

 

や、無期転換を望まないという合意を取り付けること（例えば、有期雇用時と同様かそれ

以下の差別的条件でのみでしか無期転換せず、正社員とは明確に区別したり、または配転

に応じること等を条件にして無期転換そのものをあきらめさせるなど）をあげられており

ました。またとくに私立大学で、非常勤講師や有期契約で働く非正規職員に対してそのよ

うな無期転換雇用を容認したくない空気が強くみられることをいわれていました。そして、

また同じ無期雇用でも正社員、限定正社員、パート社員、無期雇用契約社員など多様な雇

用形態が生まれるのではないかと危惧されていました。そういうなかでは、労働組合が労

働条件を決める際、積極的に動いてより良い雇用になるよう働きかけていくことが重要だ

とも述べられておりました。 

 無期雇用になるといってもそ

の後の労働条件は別段の定めが

ない限り直前の有期労働契約と

同一となるという規定です。決

して正社員と同等になるわけで

はありません。そして別段の定

めがあれば、労働者にとって喜

ばしくないような労働条件であ

っても変更可能であるともいえ

るわけです。最近、ある人が、

会社から正社員をめざしてはど

うかと持ち掛けられ、一旦有期

労働契約をやめ、その正社員登

用試験を受けたものの落とされ、結局、有期雇用も破棄された形になって会社を辞めざる

をえず、だまし討ちのような仕打ちにあった話も聞きました。 

そもそも無期契約と同視できる場合、合理的なる理由がなければ雇止めできないという雇

止め規制の判例法理を反映し、法定化したものがこの法改正であるはずです。現在、有期

労働契約で働く人の約 3 割が通算 5 年を超えて有期労働契約を繰り返し更新している実態

にあるといいます。そのような実質上、無期労働で働いている労働者がその状況のなかで

いつ雇止めされるかと更新のたびに不安を感じなければいけないのを解消しようとするの

がこの法改正の本来の意味であると思います。この法改正によってかえって多くの有期雇

用労働者が雇止めされるというような被害を受けることになっては本末転倒です。これか

らこの法律の該当者になる人はたくさん出てくるでしょう。ごく一部の人の話ではなく本

当に多くの人が関わる問題だと思います。では、そうならないためには、労働組合として

どのような防衛策を取ることができるのか、そしてこのせっかくできた無期雇用転換ルー

ルをどのように活用すれば、今よりもっと良い雇用条件を結ぶことができ、かつ安心して

働き続けられるように持っていけるのか。そのための対策を考えるのは、容易なことでは

く、簡単に解決できるような性質のものではなさそうです。今後の実際起こった対応のな

かで苦慮しつつ、答えを見つけることになるでしょう。 



連載 管理職ユニオン・関西の２０年（12） 
                              書記長  仲村 実 

高野山のたたかい（前号の続き） 

〈高野山清浄心院、組織を残しいったん

の争議収束！〉 

2013 年 7 月 3 日午前 10 時前、清浄心

院に執行官、警察を含む約 50 名が押し

かけた。Ｒ・Ｙさんの立退き（実際は、

別のところに住んでいたが）、建物等占

有にかかる仮差押さえの強制執行とい

うことで、寺にバリケードが築かれ、組

合員も全員寺から排除された。連絡の入

った入り、私は直ぐに駆けつけた。午後、

関係者のごとく寺内に立ち入ったが、弁

護士に見つけられ警官に取り囲まれて、

寺外に排除されてしまった。組合としては、組合員の寺からの追い出しに抗議し、寺のバ

リケード状態の解除と、組合員の就労を要求する行動を続けることになった。 

その後、横領などでの刑事告訴で薮本住職

や弁護士からの脅しもあったが、折衝などの

中で、10 月 9 日に合意書を交わした。清浄心

院で働く従業員9名全員が組合員であったが、

分会長 1名の解雇を受け入れ 8名は職場に復

帰することになった。僧侶（役僧さん）が 3

名、事務職が 1 名、料理関係の厨房に 3 名、

宿坊の係りが 1 名である。賃金をはじめ労働

条件は、高野山内ではいい条件であった。そ

の維持を確保した。 

清浄心院の住職問題をめぐる争いを抱えた雇用問題、将来不安解消をめざした闘いが始

まり、自主的な宿坊運営から 8 年目が経過していた。 

前住職の急死後、跡継ぎとなるはずのＹ組合員、しかし長老僧侶から横槍が入り「1 年

後に住職にさせる」との口約束の下、金剛三昧院住職の久利が兼務住職となった。1 年た

っても住職を譲らず名ばかり住職として久利は居続けた。寺の業務は、Ｙさんが続けた。

宿坊の運営は、組合員である従業員が協力してやってきた。 

裁判所の決定によって、強引に寺の資産 2 億円が、名ばかり住職によって持ち出され、

2012 年、久利がＹさんを訴えた裁判の判決、Ｙさんの清浄心院からの立退き、占有が不当

という敗訴判決であった。実際には、Ｙさんは清浄心院に居住もしていないし占有もして

いなかったが、現在の裁判制度は本山に住職として登録されている人物が勝つわけである。

寺や住職の地位が扇子料（領収書のないお金）によって売買？されるという、宗教界の腐



敗現象である。 

名ばかりの住職が寺にきたら温かく迎えるように、また、寺の資料提示要求があれば話

し合いによって渡すようにと、組合では指導･指示してきた。 

7 月 3 日の仮差押さえの強制執行は、住職が今年の 4 月に久利→薮本（赤松院住職）に

変えられたことによって、住職側の代理人弁護士が最先頭で清浄心院の全部の確保と、組

合組織の解体＝全員解雇をねらったものであった。 

寺のバリケード解除まで実に 1 ヶ月。この間、組合員に対する業務命令に名を借りた調

査や聞き取り、誓約書という踏み絵など様々な攻撃があった。寺の宿坊の入出金帳簿は極

めて正確につけてあっが、住職の許可を得ていない、財産の保管のための通帳（組合分会

名義）を勝手に作っていたということが横領・背任で刑事告訴対象になるとのことであっ

た。我が方の弁護団によれば組合の担当責任者仲村、Ｙさん、会計担当者もそのことに加

担していたということになるそうである。 

今回、仕掛けられた強制執行の攻撃については、Ｙさんを対象とした仮差押強制執行、

組合委員長への清浄心院分会名義の預金の仮差押の決定によって、自らの訴えによって約

1 億円の金が下ろせなくなった薮本住職との攻防戦となった。 

組合としては、全員解雇を許さないこと、刑事告発を避けることを考慮に入れながらの

行動の結果、分会長の退職を認めたものの 8 名の組合員の職場復帰を果たし組織を残した。

また、分会名義の預金引き出しの手続き協力と引き換えに、刑事告訴を回避した。 

歴史的には、生活確保のための組合の自主管理、組合員の自主運営がたたかいとして成

立した時代もあった。破産や倒産に対してたたかった労働運動の蓄積もある。しかし今日

では、公明正大に会計も正確にしていても、自主運営をともなった労働運動そのものを横

領･背任の刑事弾圧の対象としてきている。 

今回の経験を生かし、新たなラウンドの高野山でのたたかいに踏み出すことになる。組

合としては、清浄心院における労使関係（8 名の復帰以外に、薮本住職側が 2 名採用）を

軸としつつ、高野山内での組合員の拡大を方針とし、金まみれの宗教界の腐敗とたたかう

宗教者とも連携できる労働運動をめざすことになる。 

2014年に入って藪本住職からまたまた金が動いて？新住職（池口恵観）に変わりました。

この 10 年で 3 名の住職が代わっており、そのたびに巷では数億のお金が動いているとのこ

とである。 

 ともあれ分会は、2015 年に家族手当の確認、2016 年、17 年には、60 才後の雇用、賃金･

労働条件について団体交渉を行なっている。成果は得ているが、まだ池口住職は登場して

いない。職場では、80 代の高齢の料理関係の厨房の 2 名が退職し、1 名の僧侶が別寺の住

職候補として高野山を下り組合員は減少している。 

〈記録に残す価値がある高野山闘争〉 

私は、自らの解雇争議を約 8 年闘った。高野山の組合員である僧侶や分会員に「８年も

闘えば、勝利のめどが見えるのでは」と言ってきた。事は金まみれの寺とセットの住職の

売買である。もっとも通常の裁判で暴けるものではなく、道理ではない。 

結果的には、８年が過ぎても清浄心院Ｙ住職は実現せず、逆に追い出されてしまった。

組合的に見れば組織は残ったが、組合に加入した僧侶たちの思いは実現しなかった。私も

本山のＮＯ２，３といわれる人と会ったことがある。扇子料（お金！）の話しが出た。 



とにかく、Ｋさんの件で団体交渉で初めて訪れた高野山、その後、委員長と一緒に何十

回通ったか。団交申入書、回答書、労働委員会･裁判関係資料、様々な書類･資料が大量に

残っている。いずれ少し余裕が出来たら整理をしようと思っている。 

 

資料として、2013 年 11 月 24 日の第 18 回定期大会で元書記長Ｍが、高野山清浄心院闘

争などを批判するビラをまいた。これに対して、当時高野山清浄心院分会分会長であった

Ｕ・Ｇさんが機関誌「ＦＡＣＥ」201 号に緊急報告記事を書いています。掲載します。 

清浄心院分会より緊急報告         高野山清浄心院分会 分会長 

 11 月 24 日、管理職ユニオン関西の定期大会、会場入り口にて「組合のみなさんへ」と

いう題名のビラがＹ・Ｍさんより配布された。 

 文面の中には「清浄心院の問題」として「清浄心院住職問題は労働組合の取り組むべき

問題か？」「自主管理闘争を指導した仲村氏の責任をきっちりと求めていきましょう」な

どと記載されていた。定期大会という場で、まさか私たちの出来事が書かれたこのような

ビラを手にするとは思わず、その内容にも正直驚いた。 

  これって一体何が言いたいの？Ｍさん、何がしたいの？ 

  Ｍさんは高野山の山の体質の何を知っているの？ 

  私達の 10 年間の何が分かるの！？        と、憤りすら感じた。 

Ｍさんのビラにかかれた事に対して少しかかせていただこうと思う。 

◎事は 10年前からなのに・・・。「今更？」 

 「清浄心院住職問題は労働組合の取り組むべき問題か？」 

ビラには、清浄心院の件において、全て仲村さんのやり方が間違えていた！！という内

容の批判が書かれていた。 

 なら、例えばＭさんだったらどう対応してくれていたのだろう・・・。 

 いや、その前に、清浄心院問題として仲村さんをはじめとし、多くの組合の方々に御協

力いただいてから 10 年近く時は経つが、当初よりＭさんからこれまで私たちの行動に対し

て否定された事は一度もなかった。何度かお目にかかる機会はあったが「頑張って下さい

ね！」とむしろ応援していただいてきた。 

 なのに今更どうしてこの台詞が言えるのだろう・・・。 

違う方針がＭさんにあったのならば、何故 10 年の間、私たちに一度も助言を下さらなか

ったのだろうか？もっと親身になってお話してくださらなかったのだろうか？  

 あとからとってつけたような仲村さんへの批判に思えてならない。 

 もし、今年清浄心院において強制執行もされずにいたなら、Ｍさんは今回の定期大会で

何をおっしゃっていたのだろうか・・・。 

 何か他の事で仲村さんの揚げ足をとれるような事柄を探したのだろうか？仲村さんの批

判ができそうな問題ならば清浄心院の事ではなくとも、何の件でも良かったんじゃないの

か。 そんな疑問が私の中に残る。 

 個人的な仲村さんへの感情で、清浄心院の件を出し、仲村さんを批判されたのだとした

ら私にとってはとても心外なことである。仲村さんに担当していただいている他の組合員

の方も同じように思われる事ではないだろうか？ 



◎仲村さんに対して、何の責任を追及するというのか？ 

うまくいったら自分のおかげ、うまくいかなくなったら人のせい。 

自分が選んだ道にも関わらず問題が起きたら全ての責任を他人に押しつけるような卑怯

な生き方は私は好きじゃない。 

「自主管理闘争を指導した仲村氏の責任をきっちりと求めていきましょう」 

とうたう、Ｍさんの真意が私にしたら全く理解できない。 

 当事者が進みたい方向を提示し、当事者の納得いく道に進んでいる現状があるにもかか

わらず、なぜ「仲村氏の責任をきっちりと求めていきましょう」というＭさんの呼びかけ

が必要なのだろうか？ 

 清浄心院の問題しかり、高野山の問題で、私たちが選び決断し歩んできた道において仲

村さんの責任を追及するような事は何一つない。貫きたい信念として無理難題を提示した

のはこちらであり、それに応えて下さった仲村さんには感謝の気持ちしかない。この私達

の思いの中で、清浄心院問題としてＭさんは仲村さんに何の責任を追及するというのか？ 

◎不本意ではない、私の退職 

あたかも、私の退職が不本意であったかのようにかかれていたが、私にとっては今回の

退職は全く不本意ではない。 

10 月 31 日清浄心院を円満退職という形で退職をした。7 月 3 日の強制執行後、「従業員

全員解雇や！Ｇを刑事告訴したる！懲戒解雇や！」と叫んでいた藪本（清浄心院兼務住職）、

「私は間違った事をしてきていない！やれるもんならやってみろ！次は刑務所からの戦い

だ！」と次の戦いの場も覚悟していたが、一転、藪本が和解を提示、「私が清浄心院を辞め

る事で一連の問題を解決すると言っている」と聞いた時には正直驚いた。私ごときの退職

で、全てチャラにするとは、どんな条件だ？！と・・。「ユッチャン薮本にとってどれだけ

脅威的な存在なの？」と笑われた程だった。事なかれ主義だった私が、この数年で親子以

上に年の離れた、それも高野山の住職を「あんた間違ってる！」と罵倒し、怒鳴りつける

程に成長したのだから、そりゃ相手も嫌だわなと、自分の狂暴さも少し認めている（笑）、

なによりこのときの仲村さんと藪本との攻防戦は圧巻だった。 

 藪本としては分会長の私を退職させることで分会の分裂を狙ったのかもしれないが、残

念ながら清浄心院分会の結束は壊れていない。強制執行後、清浄心院分会は私以外の 8 人

が継続して雇用されている。9 人中、8 人も雇用の継続をさせたのだから私の退職は意味の

ないものではなく、むしろよくやった！とされるものじゃないだろうか。 

 清浄心院の退職は、私の人生の中での通過点の一つであると思っている。現に私の退職

後も皆で集まり、情報交換し対策を練っている。次のステージに進んだだけであり、私自

身清浄心院という職場に居なくとも、戦ってきたこの住職問題の勝利を手にするまで前進

し続けるつもりである。 

◎高野山の体質と今まで戦って勝ち取ってきた成果 

・ 高野山金剛峯寺にて、１ヶ月以上休みをもらえず、過重労働を強いられ首を損傷してし

まい、重い物を持つことができなくなったＫ組合員は、団交の成果として職場の配置転

換を勝ち取った。 

・ 清浄心院の徒弟として金剛峯寺に請願書を出したＹ組合員は、金剛峯寺において「管長

に弓を引いた」人物として扱われ、金剛峯寺の課長会で「Ｙとは口を聞くな」とお達し



が出たが、中央労働委員会にて金剛峯寺のＹ組合員に対しての行き過ぎた言動であるこ

とが認められた。 

・ 高野山金剛峯寺にて、背任行為があったなどと噂を流されパワハラを受けたＹ・Ｇ組合

員は、背任した事実がない事を金剛峯寺に認めさせ、団交の成果として謝罪させる事が

できた。 

・ 清浄心院にて、久利氏より山岸芳子宛に「山岸芳子氏以外の従業の方々には、この文書

が届いたのち 60 日以内に清浄心院から退去していただくようお願いします。」と解雇通

告とされる文書が届いたが、団交の成果として解雇を撤回させ、解雇通告がされた後、

藪本氏からの執行が行われるまでの 5 年間、誰一人欠ける事なく雇用が確保された。 

・ 清浄心院にて、従業員全員が組合に加入し清浄心院分会を発足し１万人もの署名を集め

ることができた。 

・ 高野山金剛峯寺にて、Ｔ組合員が契約期間満了前での突然の解雇通告を受けたが団交の

成果として、契約期間満了までの雇用を勝ち取る事ができた。 

・ 清浄心院にて藪本氏より強制執行を受けたが、団交の成果として 9 名中 8 名の就労継続

を勝ち取ることができた。いったんは職務手当等を外され減給、月 8 休を、６休にされ

るなどの改悪があったが、減給された分の金額はきちんと払わせ労働基準法に沿った執

行以前の労働条件に戻せる事ができた。 

 

聖山と呼ばれる地、ここ高野山では権力をふりかざし、弱者に対しては、イジメ、嫌が

らせが往々にしてある。金剛峯寺の体質しかり、各寺院の体質、高野町の体質も同じであ

る。震えながらものろしをあげてからここ 10 年、思い出すだけでもさまざまな事があった。 

このような体質の高野山において、果たして私たちだけでここまでくる事ができただろ

うか、悪に対してとことん突き進む仲村さんの姿は勇ましく「諦めない事の強さ」を教わ

った。今もって振り返ってみても仲

村さんを筆頭にＨ前執行委員長、Ｋ

執行委員長、毎回打ち合わせに駆け

つけて下さり私の体調を案じて下

さったＹ・Ｙさん、デモや団交に参

加して下さった組合の皆様の協力

なしではあり得なかった事である。

のろしをあげてから 10 年という月

日が経ったいまでも私たちはこの

高野山で生き残っている。それだけ

でも大きな成果といえるのではな

いだろうか。 

 改めて皆様への感謝と、まだまだ

終わっていないこの高野山での問題にご協力をいただきたい所存です。 

（機関誌「ＦＡＣＥ」２０１３年１２月１４日号 vol２０１より） 

 

 



 

 

 

 

 

北朝鮮をめぐる米中韓、そして日本の動きが話題を集めています。危機をことさら煽る

報道もなされました。でもアメリカが朝鮮半島において武力行使するときは韓国、日本か

ら米国人を退避させると思います。戦争になるにしてもそれからです。冷静に今後も推移

を見守りたいものですね。アメリカは金政権が打倒されれば、韓国や日本に武器を売りつ

ける理由がなくなるので全面的な武力作戦は目指さないと思います。 

 私たちは国際情勢に過剰に反応することなく、日々の生活を充実させていくよう努力を

地道に続けていくより他ありません。 

 さて 4 月 5 月には新しく社会人

になり親元を離れて一人暮らし

を始める方も多いと思います。ま

た中高年の方も単身赴任や様々

な理由で一人暮らしを始められ

ると思います。そんななかで経済

的な理由や健康管理面から考え

て自炊生活は欠かせません。そこ

で今回特に紹介しますのは、電子

レンジでゆで卵をつくることが

できる下記写真の調理器です。東急ハンズやロフトで売っているので探してみてください

ね。水を張ってレンジで 10 分チンしたら出来上がりです。電子レンジでゆで卵は無理って

思われている方が多いのではないでしょうか。私は会社に弁当

を持参して 30 年近くになりますが、ここ数年は手間のかから

ないゆで卵調理器を重宝しています。最近では日通商事の社内

でも男性社員がお弁当を持参することが多くなりました。私は

弁当持参組のパイオニアというわけです。（笑） 

お弁当以外にも様々な家事に関すること、健康や美容に関す

ること。そういった話題からはいればいろんな人と話がはずみ

ますし、オルグへの努力を怠りなくやっていきたいと思います。 

写真は電子レンジ卵調理器です。コンパクトでデザインもか

わいいでしょ。三つのパーツに分かれていて金属の中蓋に卵を

のせて底部に水を張って、しっかり上蓋を閉じてレンジへいれ

て 700 ワットで 10 分でできあがり。写真のは 3 個用ですが、4

個用と 2 個用もあります。所帯の人数によって選んでください

ね。 

 

 

Mr.K のあれこれエッセイ第１9 回 

電子レンジでゆで卵をつくろう！ 
 



メタボ解消！ 遊歩会 

４月企画 青春１８切符で行く墨俣一夜城と大垣の桜をめぐる旅 

組合員 Ａ・Ｓ 

 

 いつもの遊歩会とは違う、青春１８切符を使って遠出を楽しむ大人気のこの企画。今回は、岐阜県が

舞台です。 

  タイトルにありますが、今回は桜と団子とお城を（お腹）いっぱい楽しむことがテーマになっていま

す。んが、その前後の天候というのが、今年の日本、どこもよろしくありませんでした。雨、そして、

八代亜紀・・・。気温もあんまり上がらなかったし。桜咲いてんのかなぁ・・・。多忙な日々に荒む心

は、企画の主旨を疑いだす。 

そんな隊員の呟きがデビルイヤーの如く聞こえたのか、現地の残念な光景が目に浮かんだのかはさて

おいて、我らがリーダーは、米子を過ぎたあたりで進路を岐阜城へ変更してしまった。墨俣城の屋台で

酒の肴を買い、築城の謂われや石垣を愛でようと考えていた、反抗分子のがっかり感は言うまでもない。 

JR 岐阜で下車し、そこからはバスで岐阜城へ向かいました。駅前の商店街で繊維祭という催し物が

あったせいか、沢山の人で賑わっていました。岐阜城の登城には、迷うことなく皆でロープウェイを使

いました。だって、今回は遊歩会じゃないモー

ン！ 

岐阜城とは・・・、と語るほど私は近世の建築

物と歴史には詳しくないので説明をひかえます

が、斎藤道三と織田信長が居城していたらしい。

今の城は現存ではなく復興されたまがい物です。

大阪城と一緒だね。城は山の上に立っているので、

とても見晴らしがよかったですよ。濃尾平野を一

望しながら食べるお昼は展望台で食べるご飯は

格別ですね～。古墳時代は、東海地方も大きく発

展した地域の一つでした。展望台から見晴らすだけでしたが、現地の地理に触れることが出来たのでお

おいに勉強になりました。 

昼下がりは、気温が高くなり、朝はまだ蕾だった桜が少しほころんでいる様に感じました。JR 大垣

駅でもお祭りをしていたようで、道路がホコ天になっていました。向かう大垣城も、太平洋戦争の戦災

にあい、建て直されたお城です。石田三成は関ヶ

原の戦いの時にこの城を本拠地にしたそうです。

中は資料館になっていて、歴代の城主のゆかりの

品々を拝見することができます。ここの城、何が

すごいって、石垣に石灰岩を用いているというこ

と。しかも化石つき。あんな柔らかい石を石垣に

使うってどうなんだろう。その後は、松尾芭蕉ゆ

かりの道を散策しました。何でも、奥の細道の結

句を詠んだ場所として有名らしいですよ～！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新入組合員学習会 

入門編では、労働者はどんな権利を持っているのか？ 労働組合はどんな権利を持っ

ていて、何ができるのか？ 団体交渉の進め方など、さしあたりすぐに知っておいた方

が良いことを中心にレクチャーします。応用編では、職場での組合活動、労働条件改善、

不当労働行為などについてレクチャーする予定です。新入組合員の皆さんはもちろん、

そうでない方もどんどんご参加ください！ 

新入組合員学習会（入門編） 6 月 10 日（土）14 時～ ＠組合事務所 

新入組合員学習会（中級編） 6 月 22 日（木）19 時～ ＠組合事務所 

 

 
シニアグループ会議 

日時：6 月 9 日（金）19 時 

場所：組合事務所 

第 3 回目のグループ会議です。今回は『下流老人』『続下流老人』（朝日新書）という

本の内容の紹介をする予定です。まだまだ若いと思っている組合員のみなさん。しかし、

年齢は非情に上がって行きます。再雇用の問題を始め、年金の問題等々、知識を仕入れ、

準備しておいて損はありません。是非、ご参加ください。 

メタボ解消！ 遊歩会 

6 月企画 天下分け目の天王山から西山古道を歩く 
 日時：6 月 4 日（日）10 時  場所：ＪＲ山崎駅集合 

 豊臣秀吉の天下取りの第一歩となった天王山に登り、古くから「信仰の道」として利

用されてきた西山古道を歩きます。是非、ご参加を！ 

 

7 月企画 裏六甲・鎌倉峡走破と百大岩登攀 
 日時：7 月 9 日（日）10 時  場所：ＪＲ福知山線道場駅集合 

涼とスリルを求めて裏六甲を満喫しましょう！ 

 

福祉・医療・介護グループ会議 
日時：6 月 23 日（金）19 時 

場所：組合事務所 

第 3 回目のグループ会議。内容は検討中ですが、それぞれの職場での取り組みや課題

について発表してもらうことも考えています。また、連帯ユニオン・関西クラフト支部

にも参加を呼び掛ける予定です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理職ユニオン・関西 結成 20 年のつどい 

日時：6月 11日（日）13時半開場・14時開始、17時終了予定 

場所：大阪リバーサイドホテル 

（JR 桜ノ宮駅西出口徒歩 2 分） 

大阪市都島区中野町 5-12-30 

        TEL06-6928-3251 

 管理職ユニオン・関西も結成 20 年 

を迎えます。この節目につどいます。 

いま少し枠があります。至急申し込み 

をしてください。費用は要りません。 

 

 

 

 

 

団体交渉には積極的にご参加を！ 
 組合員の皆さん！ お仕事大変だと思います。残業もあるでしょう。ですので、自分

の問題がさしあたり解決したら、組合事務所から足が遠のくのも無理はないと思いま

す。しかし、労働組合は組合員が互いに応援し合ってこそ本当の力を発揮することがで

きます。ですので、月に一度くらいは組合事務所に立ち寄り、どんな紛争が進行中なの

か情報を仕入れてください。そして、仕事帰りに間に合うなら積極的に夜の団体交渉に

ご参加ください。また、たまには有給を使って昼間の団体交渉にもご参加を！ まずは

事務所で仲村氏か大橋に一声かけてください。 

 

～第 9回～ 労働者・労働組合と 

大坂労働者弁護団 合同交流会 
日時：7 月 1 日（土）13:00～19:30 

場所：ＰＬＰ会館 

記念講演：「その雇止めはアウトです！～労働契約法 19 条を理解して力にする～」 

     講師 金井幸子さん（愛知大学准教授） 

 第１分科会：団体交渉で同一労働同一賃金を勝ち取ろう！ 

       ～労働契約法 20 条、パートタイム労働法 9 条を活用して～ 

 第 2 分科会：精神疾患から労働者を守るために 

       ～労働組合にできること、弁護士にできること～ 

 参加費：懇親会参加：4,500 円（組合補助を検討） 懇親会なし：500 円 

 ※要予約！ 参加を希望される方は、組合までご連絡を！ 

 

 


